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町
は
、
復
興
に
向
け
様
々
な
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
町
内

全
域
で
発
生
し
た
河
川
の
氾
濫
な
ど

に
よ
る
災
害
の
復
旧
工
事
は
、
７
月

30
日
現
在
で
、
道
路
・
橋
梁
・
河
川

関
係
が
29
ヵ
所
で
、林
道
が
63
ヵ
所
、

農
地
・
農
業
用
施
設
関
係
が
94
ヵ
所
、

上
水
道
施
設
関
係
が
12
ヵ
所
、
集
落

排
水
施
設
関
係
が
3
ヵ
所
、
町
営
住

宅
関
係
が
7
ヵ
所
と
な
っ
て
お
り
、

既
に
工
事
が
完
了
し
た
と
こ
ろ
や
、

こ
れ
か
ら
開
始
さ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
総
事
業

費
は
、
査
定
額
ベ
ー
ス
で
約
33
億
4

千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

豪
雨
災
害
で
孤
立
状
態
に
な
っ
た

地
域
や
孤
立
の
可
能
性
が
高
い
集
落

に
対
し
、
非
常
時
に
対
応
す
る
た
め

の
衛
星
電
話
と
、
さ
ら
に
家
庭
用
カ

セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
２
本
を
燃
料
に
発
電

可
能
な
ガ
ス
式
簡
易
発
電
機
を
、
塩

沢
、
寄
岩
、
蒲
生
、
八
木
沢
、
入
叶

津
、
黒
谷
入
、
塩
ノ
岐
、
布
沢
の
８

集
落
（
地
区
）
に
配
備
し
ま
し
た
。

町
内
の
27
集
落
と
入
叶
津
地
区
、

黒
谷
入
地
区
の
全
29
ヵ
所
に
簡
易
雨

量
計
を
配
付
し
ま
し
た
。
配
付
し
た

も
の
は
、
卵
型
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
雨

量
計
で
、
雨
が
降
っ
た
ら
5
分
か
ら

10
分
ほ
ど
外
に
出
し
、表
示
を
確
認
、

簡
単
な
計
算
で
1
時
間
当
た
り
の
雨

量
が
分
か
り
、
避
難
の
参
考
に
な
り

ま
す
。
な
お
、
役
場
本
庁
に
も
備
え

て
あ
り
ま
す
。

▲豪雨による災害復旧工事で大型車輌を運転する方などに小学生から交通安全を祈願した短冊が贈られた（記事6ページ）

復興に向かい全力で進む只見町

平
成
23
年
７
月
新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害
か
ら
一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
町
で
は
、
大
水
害

か
ら
の
復
興
を
目
指
し
、
昨
年
９
月
に
「
同
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
興
の
基
本
方
針
」
を
策
定
、

そ
の
復
興
施
策
に
は
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」「
被
災
者
の
居
住
の
安
定
確
保
」「
地
域

経
済
活
動
の
再
生
」「
豪
雨
災
害
の
教
訓
を
踏
ま
え
た
ま
ち
づ
く
り
」
の
四
つ
が
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
施
策
に
基
づ
き
、
大
水
害
か
ら
一
年
が
経
過
し
た
今
、
町
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
と
行
政
が
一
体
と
な
り
、
国
・
県
の
支
援
も
受
け
な
が
ら
、「
安
全
に
生
活
で
き
る
、
災
害

に
強
い
町
」
の
実
現
に
向
か
っ
て
全
力
で
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
復
興
に
は
時
間
を
要

し
ま
す
が
、
必
ず
訪
れ
る
復
興
の
日
を
信
じ
、
心
を
ひ
と
つ
に
歩
み
続
け
ま
し
ょ
う
。

衛
星
電
話
や簡易

発
電
機
を
配
備

災
害
復
旧
工
事
の
状
況

簡
易
雨
量
計
を
配
付

▲町内全域で進む復旧工事

▲配備された衛星電話

▲配付された簡易雨量計
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昨
年
の
新
潟
・
福
島
豪
雨
の
よ
う

な
突
然
襲
っ
て
く
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
を

は
じ
め
、
突
風
や
竜
巻
な
ど
、
こ
こ

数
年
の
間
日
本
各
地
で
異
常
気
象
に

よ
る
大
き
な
自
然
災
害
が
頻
発
し
て

い
ま
す
。
自
分
の
住
ん
で
い
る
場
所

は
安
全
と
い
う
考
え
は
非
常
に
危
険

で
す
。
普
段
か
ら
避
難
先
や
避
難
経

路
、
連
絡
先
な
ど
を
確
認
さ
れ
、
さ

ら
に
、
災
害
用
品
、
非
常
用
食
品
な

ど
を
常
備
さ
れ
る
こ
と
を
お
願
い
し

ま
す
。
災
害
は
、
震
災
も
含
め
い
つ

発
生
す
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
非
常

時
に
は
お
互
い
助
け
合
い
、
い
ち
早

く
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
自
主
防
災

を
心
掛
け
、被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、

ま
た
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る

よ
う
、
日
頃
か
ら
の
万
全
な
備
え
を

お
願
い
し
ま
す
。

７月２９日、小川集落で防災
訓練が行われ、地区の住民や
消防団員ら１４５名が参加しま
した。午前９時の訓練広報で
同集落に避難勧告が出される
と、地区住民は集会所などの
避難所に迅速に避難しまし
た。関係者からは「訓練を行
うと課題が見えてくる。その
課題を踏まえ、さらに訓練を
充実させていきたい」との感
想が聞かれました。

小
川
集
落
で
防
災
訓
練

平成23年7月新潟・福島豪雨災害から一年･･･

自主防災の意識向上

▲避難所に避難する地域住民

▲避難が完了した地域住民

自
然
災
害
に
対
す
る
日
頃
の
備
え
を

平成23年7月新潟・福島豪雨災害から一年が経ち
ました。昨年はライフラインの復旧、避難所生活の
支援、住宅対策、災害復旧個所の査定対応等あわた
だしさの中で降雪期を迎えてしまいました。今年度
は、本復旧に向けた工事の発注も進み、関係者及び
事業者一丸となって復旧作業に取り組んでいただい
ており御礼を申し上げます。

6月6日には黒谷川・叶津川の起工式が行われ、
工事が進行しているとともに、只見川河川改修の考
え方も県より示され、八木沢地区農地災害復旧の着
手も目前となりました。住宅、店舗、農地等大きな
被害にあわれた方々には、精神的・経済的困苦の中
から今日まで生活の立て直しに頑張ってこられたこ
と、また、復旧関連につきましてご理解・ご協力い
ただきましたことに感謝申し上げます。

最近の台風やゲリラ豪雨がもたらす被害は常に記
録的なものになっています。百年に一度の洪水と
いった確率論は意味がなくなり、今回を機に災害に
強い安全な只見町にするため、今まで以上に質の高
い治山・治水対策を求めてゆかなければなりません。
また昨年の経験を基に道路寸断・停電等非常事態発

生時にきちんとした対応ができる資機材の設置とそ
れを活用した集落・関係機関との通信・通報・連絡
体制の確立を図っておりますが、今後は、町・国・県・
電力事業者も含め、只見川流域の安全対策に果たす
べきそれぞれの役割と責任を明確にしながら取り組
んでまいります。住民各位にもこの時期、集落防災
訓練の実施等を通してなお一層の防災意識の高揚を
図っていただきたいと思います。

さて、東日本大震災以降、原発事故による風評被
害や豪雨災害によって住民生活と地域経済に大きな
打撃を受けました。未だ傷癒えぬ現状ですが、それ
でも復旧工事の進みも感じられるようになり、少し
ずつ私たちの心の中にも元気が取り戻されているこ
とを感じます。また、7月23日には国道252号が再
開通したことはうれし限りであります。夏休み、お
盆、秋の紅葉シーズンに間に合いました。

災害復旧工事は今年・来年が山場。復旧後の元気
な只見町を再生することを誓い、自主・独立・自尊
の気概を持って新生只見の実現に向け、引き続き皆
様とともに議会と一緒になって頑張ってまいる所存
であります。

「新生只見の実現に向け、皆様と頑張ります」
只見町長　目黒　吉久
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豪雨の被害状況とできごと
被害の状況
　新潟・福島豪雨の被害状況です。

　建物被害（H23.12.1現在）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○全 壊： 30棟	（住家7棟、非住家23棟）
○大規模半壊： 25棟	（住家21棟、非住家4棟）
○半 壊：135棟	（住家114棟、非住家21棟）
○床 上 浸 水： 50棟	（住家35棟、非住家15棟）
○床 下 浸 水：127棟	（住家114棟、非住家13棟）

合　計　367棟　/　住家　計291棟　/　非住家　計76棟
　農地等被害（H24.3.31現在）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○農地・農業用施設被害� 計　7億2,060万円
　林業等被害（H24.3.31現在）　　　　　　　　　　　　　　　　　　

○林道・治山等施設� 計　14億800万円
　公共施設被害（H24.3.31現在）　　　　　　　　　　　　　　　　　

○道路17箇所/河川7箇所/橋梁5箇所/町営住宅29戸/
　簡易水道施設6箇所/集落排水施設3処理場� 計　16億80万円

　企業等被害（H24.3.31現在）　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○商工業被害（69件）� 計　5億3,654万円

被害額合計　42億6,594万円
【参考】福島県管理施設被害額　70億220万円

〜町の平成23年度一般会計当初予算額は約40億円〜

　ライフライン被害（ピーク時）　　　　　　　　　　　　　　　　　
○水　　道・・・8集落（390世帯889人）が断水

【10月14日まで2集落（43世帯72人）に給水】
○下　　水・・・6集落（290世帯680人）が使用不可

【 8月29日 全町復旧】
○停　　電・・・町内全域（1960世帯4990人）が停電

【31日午後、8集落（253世帯588人）を除き復旧】
【 8月13日午後には全町復旧】

○固定電話・・・11集落（386世帯977人）が不通
【 8月20日 全面復旧】

○携帯電話・・・12集落（470世帯1188人）が不通
【 8月25日 全面復旧】

時系列
　昨年の豪雨に関する時間の流れと
主な内容です。

7月28日

 7:33 大雨警報発令

14:47 洪水警報発令

7月29日

11:20 各地区から被害情報が入り始める

12:00 水防本部設置

12:30 叶津　堅盤橋通行止

13:30 Ｒ２５２宮渕～新潟　通行止め

15:00 中ノ平橋通行止

16:00 黒谷　黒谷入手前～万歳橋まで
通行止

16:40 蒲生橋通行止

17:00 災害対策本部設置

17:30 全町に向け、各集会所等への
避難勧告を広報

17:35 伊南川発電所水没

17:35 町民に対し増水注意を、消防団に
対し河川巡視を開始するよう広報

17:58 楢戸　花立橋通行止

18:00 自衛隊へ派遣要請

23:35 久保橋通行不能

23:37 小川橋　落橋

7月30日

6:21 楢戸橋通行止

9:00 前日9:00からの24時間累計
降水量　523.5mm

9:30 各地で通行止の広報（該当箇所は
R252田子倉地内、叶津・蒲生地内、
R289楢戸・杉沢地内、県道小林
舘ノ川線荒島地内、県道大倉大橋
浜野線二軒在家地内）

13:20 ヘリによる救助開始の広報

17:07 ヘリによる物資輸送実施の広報

17:54 R289杉沢地内通行止解除

7月31日

8:10 黒谷入地区、ヘリ救助開始

15:00 電力全面復旧見込

20:00 堅盤橋　仮復旧により一車線
通行可能

８月１日

13:50 ヘリによる行方不明者捜索開始
（自衛隊）

15:26 大雨土砂災害警報発令

8月2日

8:30 自衛隊撤収

9:00 全町で避難勧告解除

昨
年
発
生
し
た
豪
雨
災
害
に
よ
り

Ｊ
Ｒ
只
見
線
が
現
在
も
不
通
に
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
只
見
町
Ｊ
Ｒ
駅

を
支
援
す
る
会
（
会
長
・
菅
家
俊
一

只
見
町
商
工
会
長
）
の
菅
家
俊
一
会

長
ら
５
名
が
、
７
月
20
日
に
国
土
交

通
省
を
訪
れ
、
Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
早
期

復
旧
運
行
を
願
う
要
望
書
を
８
９
１

２
名
の
署
名
簿
を
添
え
て
、
羽
田
雄

一
郎
国
土
交
通
大
臣
に
手
渡
し
ま
し

た
。
羽
田
国
土
交
通
大
臣
は
「
只
見

線
を
廃
線
に
す
る
こ
と
は
な
い
。
国

も
Ｊ
Ｒ
に
働
き
か
け
る
」
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
只
見
線
の
早
期
復
旧
運
行
を

国
土
交
通
大
臣
に
要
望

▲羽田国交大臣に要望書を手渡す
　菅家会長（左から3人目）
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災害から身を守るために自主防災に努めましょう

町からお知らせする避難の情報
周知情報 以下の基準を目安に対象地区に

周知情報を放送します。
放送を聴いたら次のとおり
行動してください。

避難準備

○約３時間後にはん濫危険水位に到達すると
予測される範囲で人的被害の発生する危
険が高まったとき

○道路冠水になると予想されるとき

○家財、財産等を安全な場所へ移動してく
ださい。

○お年寄りや体の不自由な方など避難に時間
のかかる方は避難をはじめてください。

　（水防団は巡視のうえ待機）

避難勧告

○約1時間後にはん濫危険水位に到達すると
予測される範囲で人的被害の発生する恐
れが明らかに高まったとき

○近隣地区で道路冠水が発生し、只見町に
おいても浸水被害が予想されるとき

○避難してください。
○近所の方にも避難について声をかけてく

ださい。
　（水防団は避難誘導及び水防活動）

避難指示

○はん濫危険水位に到達し人的被害等の発
生する危険が非常に高いと判断したとき

○近隣で床上浸水が発生したとき

○直ちに避難してください。
○時間のない方は、近くの安全な建物など

高いところに避難してください。
　（水防団は避難誘導及び水防活動）

危ない!!危ない!!あぶ

サイレンが鳴ったら
間もなく川の水が増えます。
サイレンが鳴ったら
間もなく川の水が増えます。

川には近寄らないでください！川には近寄らないでください！
田子倉ダム･只見ダムからの発電放流や、
大雨によるダム放流のときにはサイレンを鳴らします。
●発電放流のときのサイレンは、

はつ   でん   ほう  りゅう

ほう  りゅうおお   あめ な

1分間
サイレン

1分間
サイレン

10秒
・・・・・

●ダム放流のときのサイレンは、 1分間
サイレン

1分間
サイレン

10秒
・・・・・

1分間
サイレン

10秒
・・・・・

1分間
サイレン

10秒
・・・・・

1分間
サイレン

10秒
・・・・・

※サイレンを鳴らしたあと「只見ダムからの放流のため、川の水が急に増えます。危ないので、川原におりている人は、急いで
　水のこない所まで上がって下さい。また、川の水位が上がりますので、川には近寄らないで下さい。」との放送が流れます。

・田子倉ダム、只見ダムからダム放流を開始するとき。
・只見ダムからの放流量が増加(毎秒５００㌧、１,０００㌧)したとき。
・田子倉ダムからの放流量が増加(毎秒１,０００㌧)したとき。
・田子倉ダム、只見ダム、滝ダムへの流入量が増加し、はん濫や洪水がおこる可能性があるとき。

◆ダム放流のときはサイレンと防災無線で皆さんにお知らせします。

上記以外にも注意喚起や避難などの水防情報についても放送しますので、大雨のときは防災無線の情報に注意してください。

防災無線の個別受信機の乾電池は、毎年交換しましょう。（停電時でも放送が聞こえます。）

【町民のみな様へ、大切なお知らせです】
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蒲生字小八木沢

 五十嵐　陽　さん

被災から一年、多くの
方々に助けていただき今
を迎えられていること、
本当に感謝しています。

ありがとうございました。
当時のままの悲惨な光景を見ると不安感はあり

ますが、少しずつ作業が進められ復興に向かって
いると毎日実感して嬉しく思っています。これか
らも豊かな自然を壊すことなく、ときには厳しさ
を感じながらも自然と共存できる只見町であって
ほしいと願っています。

豪雨災害から一年

只見町消防団長
 鈴木　好行　氏

甚大な被害をもたらした豪雨災害からちょうど
一年がたちました。各所で発生した災害はまだま
だ大きな爪跡を残しています。あらためて当時を
振り返ると、一人の行方不明者が発生し、未だに
発見に至っていないことは残念ですが、活動中の
消防団員を含め、それ以外の人的被害が出なかっ
たことは、まさに奇跡的な出来事だったと思われ
ます。これは危険を感じた人たちが、いち早く避
難したからに違いありません。

この災害を教訓に、各地で避難訓練を実施した
り、避難場所の見直しをしたりと、町民の防災意
識も高まってきています。この後もどんな災害が
発生するかわかりません。これらの災害には立ち
向かわずにまず逃げましょう。「逃げるが勝ち」
なのです。

みんなの絆が未来を築く只見町

交通安全祈願短冊
昨年の豪雨による災害復旧工事で大型車両
などを運転するドライバーや現場関係者の方
に、町内の小学生が、交通安全と工事の無事
を願った短冊を贈りました。贈呈式は７月３１
日に黒谷川の万歳橋近くで行われ、小学生か
らトラック運転手の方へ短冊が手渡される
と、笑顔で受け取られました。工事関係者の
皆さん、安全な作業をお願いします。

復
興
へ
の
第
一
歩

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

（
平
成
23
年
8
月
）
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只見中学校２年　

 目黒　翼　さん
 
  　毎日暑い日が続くと、

昨年体育館で送った避難
生活を思い出します。半
分以上水没した家を前に

呆然とした記憶が、今でも強烈に脳裏に焼きつい
ています。最近は、復興に向けて日に日に町が元
気になっていく様子が感じられるようになりまし
た。僕一人の力は小さいですが、今自分にできる
ことを精一杯やることが町の復興につながると信
じて頑張ります。復興には時間がかかりますが、
町がまた元通りになり、美しい風景に一日も早く
戻るように心から願っています。

只見高等学校２年

 長谷部　英樹　さん

豪雨災害から一年、町
は復興に向け全力で進ん
でいます。ですが、まだ
まだ「復興」には時間が

かかると思います。あまりにも被害の規模が大き
すぎて「復興」という言葉にも途方に暮れる思い
だと思います。しかし、一人一人の絆を大切にし、
支え合いながら、只見町が前向きな気持ちで、一
刻も早く自然豊かなもとの町に戻ることを期待し
ています。そして、今まで以上に元気な町になる
ことを信じて、これからもみんなで力を合わせて
頑張っていきましょう。

只見小学校６年

 新國　かすみ　さん

私は、昨年の豪雨災害
で二ヶ月以上、地区セン
ターに避難していました。
友達が遊びに来てくれる

こともあって、さびしくはなかったけれど、家の
中がぐちゃぐちゃになったのはたいへんでした。
片付けの時には、ボランティアの人たちも手伝っ
てくれました。

今、元の只見町の姿を取りもどすために、いろ
んな所で工事が行われています。只見町がますま
す明るく笑顔がいっぱいになるよう、元の姿がと
りもどせたらいいと思います。

みんなの力で復興に向かう只見町

「只見駅～大白川駅」間の
代行バスを運行

　現在ＪＲ只見線が豪雨災害の影響で運行できない只
見から大白川間について代行バスを運行しています。
　なお、只見駅と大白川駅との間は、降雪期前を目途
に只見線の運行再開を予定しております。

―　運　行　時　間　―
只見駅　発 → 大白川駅　着 車　種

8：50 → 9：50 マイクロバス
15：00 → 16：00 ジャンボタクシー
17：50 → 18：50 ジャンボタクシー

大白川駅　発 → 只見駅　着 車　種
8：20 → 9：20 ジャンボタクシー

14：20 → 15：20 マイクロバス
18：10 → 19：10 ジャンボタクシー

み
ん
な
の
思
い
は
ひ
と
つ

「
が
ん
ば
ろ
う
只
見
町
」
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務
代
理
は
「
災
害
を
乗
り
越
え
、
た

く
ま
し
い
人
材
を
育
成
し
て
い
く
。

町
の
伝
統
文
化
に
触
れ
、
学
び
、
豊

か
な
心
を
持
つ
人
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
述
べ
、
目
黒
町
長
は
「
皆
さ

ん
の
力
や
感
性
が
磨
か
れ
、
人
生
の

豊
か
さ
が
向
上
さ
れ
る
こ
と
、
そ
し

て
、
こ
の
講
座
で
学
ば
れ
た
こ
と
が

今
後
の
地
域
振
興
に
生
か
さ
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
受
講
生
一
人
一
人
の

自
己
紹
介
と
決
意
表
明
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
「
志
」
を
話
さ
れ
、
開
講

式
は
終
了
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
第
１
回
の
講
座
が
開

か
れ
、「
人
間
は
ど
う
生
き
る
か
！
」

を
テ
ー
マ
に
「
蓜
島
隆
司
」
氏
（
公

益
財
団
法
人
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
）

の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
２
年
間
の
研
修
を
受

け
ら
れ
る
１２
名
の
皆
さ
ん
に
、
意
気

込
み
や
思
い
を
聞
き
ま
し
た
の
で
ご

紹
介
し
ま
す
。（
９
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

教
育
委
員
会
で
は
平
成
２２
年
度
よ

り
役
場
各
課
な
ど
と
連
携
し
、
地
域

人
材
育
成
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
ラ
ン
事

業
を
開
始
し
ま
し
た
。こ
の
事
業
は
、

豊
か
な
人
間
性
を
養
う
こ
と
や
、
基

本
的
な
知
識
、
専
門
性
、
新
た
な
課

題
へ
の
対
応
力
な
ど
幅
広
い
能
力
を

身
に
付
け
る
こ
と
で
、
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
的
人
材
を
育
て
、
将
来
、
そ
の

方
々
が
多
方
面
に
わ
た
り
町
づ
く
り

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
な
ど
を

本
事
業
の
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
人
材
育
成
講
座
を
受
講
さ
れ

た
方
々
が
活
動
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
只
見
町
が
さ
ら
に
元
気
で
活
気

の
あ
る
町
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
、

本
事
業
を
継
続
し
て
行
な
っ
て
い
き

ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
２４
年
度
か
ら
平
成
２５
年
度
ま

で
の
２
年
間
の
研
修
期
間
と
な
り
ま

す
。

７
月
３
日
に
只
見
地
区
セ
ン
タ
ー

で
開
講
式
が
行
わ
れ
、
主
催
者
あ
い

さ
つ
で
、
渡
部
仁
一
教
育
委
員
長
職

12名の力を地域振興に、そして、町づくりに･･･

第４期生『伝統文化クリエーターの育成』開講第４期生『伝統文化クリエーターの育成』開講
平成24年度地域人材育成ダイヤモンドプラン事業

「ふるさと只見・人材育成講座」

▲開講式での講座

只
見
町
教
育
委
員
会
が
主
催
し
行
な
っ
て
い
る
「
ふ
る

さ
と
只
見
・
人
材
育
成
講
座
」
事
業
も
３
年
目
を
迎
え
、

今
年
度
は
、
第
４
期
生
の
講
座
が
始
ま
り
ま
し
た
。
受
講

テ
ー
マ
は
「
伝
統
文
化
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
育
成
」
で
、
町

民
の
皆
さ
ん
１２
名
が
講
座
に
参
加
さ
れ
ま
す
。

開
講
式
・
第
１
回
講
座

趣　

旨

実
施
期
間

回数 実 施 日 講　　　師 内　　　容

１ ７月３日㈫
公益財団法人モラロジー研究所
生涯学習本部講師室顧問

蓜島　隆司　氏

「開講式」
人間としてどう生きるか！

２ ８月２日㈭ 株式会社　明天
貝沼　　航　氏

「学ぶ：基本的な考え方」
～地域を愛し、出番を創る～

３ 調整中 視察研修先関係者 「学ぶ：他地域の事例から」
～先進事例研修～

４ ９月10日㈪ 株式会社　明天
貝沼　　航　氏

「調べる」
只見町歴史文化遺産発見フィール
ドワーク

５ 10月31日㈬ 株式会社　明天
貝沼　　航　氏

「創る」
只見町ヘリテージ活用観光プログ
ラムづくり

６ 調整中 松下政経塾
（塾生及び塾員など）

「体験研修」
日本を動かす松下政経塾（茅ヶ崎）
を探る

７ 12月11日㈫ 受講生主体
「カリキュラム検討会」
来年度の講座内容を受講生で協議
し計画する

○都合により内容が変更になる場合もあります。（８月１日現在の計画です）

第4期生『伝統文化クリエーターの育成』平成24年度カリキュラム
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12名の受講生の思いは･･･

五十嵐　成明さん（只見）

長期間の講座なので、自分なりに
2年間を最後まで受講できるよう
頑張りたい。

目黒　信さん（埼玉県在住・只見出身）

講座に積極的に参加し、只見の伝統
や歴史を学び、只見町の文化の担い
手になるだけでなく、只見町と首都
圏の人達を結ぶコーディネーター
としての役割を果たしていきたい。

角田　勝太郎さん（小林）

古いものに執着せず、只見にしか
ないもの、出来ないものを考え、
あるいは先取りした「元祖○○」
を発信していきたい。

本多　一恵さん（只見）

私は食文化等に興味があるが、ど
のように若い世代に伝えていける
のかな～と、そんな手段を学ばせ
ていただきたいと思う。温故知新
の境地である。

鈴木　サナエさん（只見）

小事徹底、雑事真剣・・・ちょっと苦手、
でも一つ一つ頑張ります。伝統文化に
興味があるし、その「心」を学び子ど
もたちや孫に伝えていきたい。そして
講座を優先し出席します。学びます。

渡部　悦子さん（小川）

私は只見の昔話を捨てたくないし
「昔話の会」も復活させたいと思っ
ている。そのためにも只見の伝統
文化について関心を持ち理解し伝
えていくお手伝いがしたいと思う。

吉津　美都里さん（長浜）

与えられた環境・仕事をして年をとってい
くより、何かを考えたり自分にできること
を見つけられる良い機会になると思う。只
見町の伝統というものをほとんど知らない
私ではあるが楽しく学んでいきたい。

上村　貞江さん（長浜）

受講したことを近隣に語り、郷土
愛とまとまりのある社会を作りた
い。そうした中で「自分に何がで
きるのか」そのヒントも生まれて
くれればいいと思う。

新国　万寿美さん（只見）

自分で思っているだけではなく、
実際に行動に移せるような方法を
学んでいければと思う。沢山のこ
とを吸収して将来に繋げられるよ
う頑張りたい。

長谷部　友喜さん（蒲生）

只見のことについて、今の自分は
知らないことが沢山ある。只見の
歴史・伝統を学ぶとともに、次の
世代へ伝えられるノウハウを学ん
でいきたい。

黒田　晶子さん（蒲生）

「良い機会なので頑張るか」と思
うし、「焦らずゆっくりやってい
けばいいかな」とも思う。私自身
は、ぜんまい折りと、もみの技術
を受け継いでいきたい。

佐藤　雅幸さん（小林）

この機会に一つでも多くのことを
学習したいと思う。また、学んだ
ことを青年団活動などを通して若
い人達に伝えていきたい。
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NEWS&FLASH ニュース&フラッシュ

平
成
24
年
度 

福
島
県
消
防
操
法

南
会
津
地
方
大
会

す
ば
や
い
動
作
と
正
確
な
連
携
操
作
を
披
露

▲第2位に入賞したポンプ車操法

▲賞状を手にする選手と応援団

昨
年
７
月
に
発
生
し
た
新
潟
・

福
島
豪
雨
災
害
時
に
、
懸
命
な
消

防
団
活
動
を
行
い
、
地
域
住
民
の

被
害
の
軽
減
に
努
め
た
と
し
て
、

佐
藤
雄
平
福
島
県
知
事
よ
り
只
見

町
消
防
団
に
「
竿
頭
綬
（
現
場
功

労
）」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
、
昨
年
７
月
29
日
、
全
町

に
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
た
後
、

消
防
団
員
は
各
避
難
所
へ
の
誘
導

や
避
難
啓
発
活
動
を
行
い
、
深
夜

に
は
一
部
地
区
で
浸
水
に
よ
る
孤

立
者
を
ボ
ー
ト
な
ど
で
救
助
し
ま

し
た
。
そ
の
後
も
孤
立
集
落
に
対

し
、
支
援
物
資
の
運
搬
や
避
難
所

の
管
理
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
活

動
、
被
災
住
宅
の
土
砂
撤
去
な
ど

で
き
る
限
り
の
復
旧
支
援
に
あ
た

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
災
害
現

場
に
お
け
る
的
確
な
判
断
と
、
迅

速
な
行
動
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で

す
。
表
彰
式
は
５
月
26
日
に
福
島

市
で
開
か
れ
た
第
65
回
福
島
県
消

防
大
会
の
席
上
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

▲表彰状を手にする鈴木好行団長
（左）と目黒町長

只
見
町
消
防
団
に

竿
頭
綬

平
成
24
年
度
福
島
県
消
防
操

法
南
会
津
地
方
大
会
が
、
７
月

８
日
に
南
会
津
町
の
だ
い
く
ら

ス
キ
ー
場
駐
車
場
で
行
わ
れ
、

５
月
11
日
の
結
団
式
か
ら
40
日

間
の
訓
練
を
重
ね
て
き
た
町
を

代
表
す
る
消
防
団
員
、「
ポ
ン

プ
車
操
法
5
名
」、「
小
型
ポ
ン

プ
操
法
4
名
」
の
選
手
が
大
会

に
出
場
し
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
曇
り
空
、
会
場

で
は
選
手
が
思
い
思
い
に
ウ
ォ

ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
し
、
本
番
を
待
ち

ま
し
た
。
ポ
ン
プ
車
は
3
チ
ー
ム
、

小
型
ポ
ン
プ
は
4
チ
ー
ム
が
出
場
、

只
見
町
は
ど
ち
ら
も
2
番
目
に
操
法

を
行
い
ま
し
た
。
鈴
木
好
行
消
防
団

長
か
ら
「
今
日
が
本
番
、
練
習
の
成

果
を
す
べ
て
出
し
切
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
激
励
を
受
け
た
選
手
は
、
全

員
で
円
陣
を
組
み
気
合
を
入
れ
、
競

技
に
臨
み
ま
し
た
。
競
技
で
は
指
揮

者
の
「
集
ま
れ
！
」
で
選
手
は
横
一

列
に
集
合
、「
操
作
は
じ
め
！
」
と

同
時
に
俊
敏
な
動
き
と
絶
妙
な
タ
イ

ミ
ン
グ
で
ポ
ン
プ
操
作
な
ど
を
行

い
、
最
短
時
間
で
火
点
へ
の
放
水
を

完
了
し
ま
し
た
。
ベ
ス
ト
を
尽
く
し

操
法
を
や
り
遂
げ
た
ポ
ン
プ
車
と
小

型
ポ
ン
プ
の
両
部
門
の
出
場
選
手

に
、
鈴
木
消
防
団
長
を
は
じ
め
と
す

る
応
援
団
か
ら
は
感
動
の
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。
選
手
ら
は
、
実
力
を

出
し
切
っ
た
満
足
感
に
浸
り
、
健
闘

を
た
た
え
合
い
ま
し
た
。

ポ
ン
プ
車
操
法
、
小
型
ポ
ン
プ
操

法
の
成
績
と
出
場
さ
れ
た
選
手
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▼
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
・
第
２
位

　

角
田
誠（
指
）、川
原
田
史
紹（
１
）、

堀
金
賢
二（
２
）、舟
木
晋
太
郎（
３
）、

佐
藤
雅
幸
（
４
）、
酒
井
守
（
補
充
）

▼
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
・
第
３
位

　

梁
取
智
之（
指
）、目
黒
大
輔（
１
）、

角
田
祐
介
（
２
）、馬
場
達
也
（
３
）、

酒
井
智
也
（
補
充
）

（
敬
称
略
）
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第
３
回
只
見
町
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ

ー
ク
検
討
委
員
会
が
、
７
月
25
日
に

朝
日
地
区
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
検

討
委
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
第
２
回
の
同
検
討
委
員

会
で
設
置
さ
れ
た
エ
リ
ア
設
定
の
た

め
の
専
門
部
会
で
協
議
さ
れ
た
、
エ

コ
パ
ー
ク
登
録
申
請
に
伴
う
「
核
心

地
域
」「
緩
衝
地
域
」「
移
行
地
域
」

を
設
定
す
る
土
地
利
用
区
分
に
つ
い

て
の
エ
リ
ア
設
定
案
が
提
示
さ
れ
ま

し
た
。
示
さ
れ
た
案
は
5
案
で
、
酒

井
暁
子
専
門
部
会
長
が
説
明
、
協
議

が
な
さ
れ
、
内
容
と
し
て
他
町
村
と

の
協
議
の
必
要
性
や
核
心
地
域
に
お

け
る
登
山
客
な
ど
の
入
山
制
限
、

自
然
公
園
法
や
保
護
林
制
度
な

ど
既
存
制
度
と
の
調
整
な
ど
に

つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
設
定
案
の
も
と
と
な
る

森
林
生
態
系
保
護
地
域
の
特
徴

と
し
て
、
山
菜
採
り
な
ど
を
考
慮

し
核
心
地
域
（
コ
ア
部
）
の
エ
リ

ア
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
こ
と

や
、
イ
ヌ
ワ
シ
保
護
を
重
視
し
コ

ア
部
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
も
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
協
議
内
容
を
踏
ま
え
、

再
度
エ
リ
ア
設
定
の
た
め
の
専

門
部
会
で
検
討
さ
れ
、
8
月
20
日

に
予
定
さ
れ
て
い
る
第
4
回
の

同
検
討
委
員
会
で
エ
コ
パ
ー
ク
登
録

申
請
に
伴
う
土
地
利
用
区
分
に
つ
い

て
の
エ
リ
ア
設
定
案
が
決
定
と
な
る

予
定
で
す
。

ま
た
、
今
回
は
宮
崎
県
綾
町
の
ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
登
録
に
つ
い
て

も
、
酒
井
暁
子
専
門
部
会
長
の
説
明

が
あ
り
、
日
本
で
は
32
年
ぶ
り
、
5

番
目
の
登
録
で
移
行
地
域
を
持
つ
エ

コ
パ
ー
ク
と
し
て
は
日
本
で
初
め
て

と
い
う
こ
と
で
す
。

な
お
、
第
4
回
の
同
検
討
委
員
会

も
一
般
公
開
に
よ
り
同
会
場
で
午
前

9
時
か
ら
開
か
れ
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

NEWS&FLASH

▲土地利用区分などを協議した第3回検討委員会

第
３
回
只
見
町
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
検
討
委
員
会

エ
リ
ア
設
定
の
専
門
部
会
案
を
提
示

山内仁之さん（小林）は、昭和３２年から統計調査
に従事され、現在も調査員として活動されています。
この間、昭和３５年から１１回の国勢調査員に従事され
たほか、農林業センサス調査を１１回、事業所・企業
統計調査を５回など、全４０回の統計調査に携われた。
この功績により、平成９年に福島県知事統計功労
者表彰を、平成１７年には農林水産大臣より農林業セ
ンサス功績者表彰を、平成１８年には総務大臣より国
勢調査功績者表彰を受けられた。
山内さんは、統計調査の重要性や必要性を認識さ
れ、調査内容を詳細に理解、丁寧な説明を心掛け、
地域の実情を把握しながら、正確な調査と回収率の
向上に努められている。
このような長期にわたる献身的な統計調査員活動
が認められ、藍綬褒章を受章されました。

三瓶藤助さん（大倉）は、昭和５５年から平成元年
に只見町農業委員会長を、昭和６３年から平成８年に
は只見町農業協同組合長を、平成９年から平成１７年
には会津みなみ農業協同組合代表理事組合長を務め
られた。
また、平成１１年に農業振興部門で福島県知事功労
賞を受賞、平成２１年には大日本農会が表彰する農事
功績「緑白綬有功章」を受章されています。
三瓶さんは、昭和３２年に就農して以来、５０年以上
農業に従事され、地域農業のリーダーとして活躍さ
れました。この間、養蚕を中心とした個別経営の確
立、水田の基盤整備事業の推進、農業後継者の育成
などに手腕を発揮、尽力されました。
このように、只見町さらには福島県の農業振興に
大きく貢献されていることから、旭日単光章を受章
されました。

山内 仁之さんに藍綬褒章
春 の 褒 章

三瓶 藤助さんに旭日単光章
春 の 叙 勲
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NEWS&FLASH ニュース&フラッシュ

佐
藤
雄
平
福
島
県
知
事
が
7

月
10
日
に
只
見
町
を
訪
れ
、
昨

年
の
新
潟
・
福
島
豪
雨
に
よ
る

被
災
地
の
復
旧
状
況
を
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
朝
日
地
区
セ
ン
タ

ー
で
南
会
津
方
部
町
村
長
と
知

事
と
の
意
見
交
換
会
が
開
か

れ
、目
黒
町
長
は
じ
め
南
会
津
、

下
郷
の
両
町
長
と
檜
枝
岐
村
長

が
出
席
し
ま
し
た
。

意
見
交
換
の
テ
ー
マ
は
地
域

の
復
興
・
再
生
に
向
け
た
取
組

等
に
つ
い
て
で
、
各
町
村
長
が

意
見
を
述
べ
た
あ
と
、
佐
藤
知

事
が
対
応
策
な
ど
に
つ
い
て
回

答
さ
れ
ま
し
た
。

目
黒
町
長
は
、
昨
年
発
生
し

た
豪
雨
災
害
へ
の
集
中
的
な
復

旧
対
策
の
実
施
と
、
町
が
取
り

組
ん
で
い
る
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ

ー
ク
へ
の
登
録
申
請
に
つ
い
て

県
の
積
極
的
な
支
援
を
要
請
し

ま
し
た
。

最
後
に
佐
藤
知
事
は
「
で
き

る
限
り
の
こ
と
を
全
力
で
や
っ

て
い
く
。県
も
一
緒
に
な
っ
て
、

南
会
津
の
地
域
振
興
に
し
っ
か

り
対
応
し
て
い
く
」
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

南
会
津
方
部
町
村
長
と
知
事
と
の
意
見
交
換
会

佐
藤
知
事
と
町
村
長
が
意
見
交
換

▲あいさつする佐藤雄平福島県知事

7
月
2
日
に
役
場
本
庁
舎
前
で

「
消
防
軽
積
載
車
配
備
に
係
る
引
き

渡
し
式
」
が
行
わ
れ
、
南
会
津
町
消

防
団
南
郷
師
団
の
組
織
再
編
成
に
よ

り
発
生
し
た
余
剰
機
材
、
消
防
軽
積

載
車
３
台
と
小
型
ポ
ン
プ
１
台
に
つ

い
て
、
無
償
譲
渡
を
受
け
ま
し
た
。

消
防
軽
積
載
車
は
、
第
１
分
団
第

４
班
（
只
見
新
町
）、
第
２
分
団
第

３
班（
塩
沢
）、第
４
分
団
第
２
班（
黒

谷
入
）
に
、
小
型
ポ
ン
プ
は
、
第
１

分
団
第
４
班
（
只
見
新
町
）
に
そ
れ

ぞ
れ
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
目
黒
町
長
が
「
南
会
津

町
よ
り
軽
積
載
車
な
ど
を
譲
り
受
け

機
動
力
が
向
上
し
た
。
配
備
さ
れ
た

機
材
を
有
効
活
用
さ
れ
、
今
後
の
防

災
活
動
に
あ
た
っ
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
あ
と
、
各
班
の
班
長
に

目
黒
町
長
か
ら
車
両
車
検
証
と
鍵
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
式
に
は
鈴
木
好

行
消
防
団
長
含
め
９
名
の
消
防
団
員

が
出
席
し
ま
し
た
。

国
道
２
８
９
号
八
十
里
越（
福
島
・

新
潟
県
境
）
の
早
期
全
線
開
通
を
望

み
、
八
十
里
越
道
路
を
限
定
的
に
活

用
し
た
只
見
町
と
新
潟
県
三
条
市
の

物
産
販
売
や
観
光
事
業
の
地
域
間
交

流
な
ど
を
検
討
す
る
「
八
十
里
越
道

路
暫
定
的
活
用
検
討
懇
談
会
設
立
総

会
」
が
６
月
27
日
に
、
漢
学
の
里
・

諸
橋
轍
次
記
念
館
（
三
条
市
）
で
開

か
れ
、
只
見
町
か
ら
久
保
克
昌
副
町

長
、
菅
家
俊
一
商
工
会
長
ら
、
９
名

が
出
席
し
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
で
久
保
副
町
長
は
「
９

号
ト
ン
ネ
ル
の
貫
通
を
契
機
に
只
見

町
と
三
条
市
の
交
流
に
関
し
こ
れ
ま

で
以
上
に
取
り
組
み
、
一
日
も
早
い

全
線
開
通
を
期
待
し
ま
す
」と
述
べ
、

國
定
勇
人
三
条
市
長
は
「
暫
定
的
活

用
が
差
し
迫
っ
て
き
た
今
、
只
見
町

と
三
条
市
が
再
び
結
び
つ
き
あ
う
、

希
望
に
満
ち
夢
の
あ
る
出
来
事
が
現

実
に
な
り
ま
す
。
一
日
も
早
い
全
線

開
通
を
期
待
し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し

た
。
議
事
で
は
八
十
里
越
道
路
の
今

後
の
方
針
と
し
て
平
成
24
年
度
は
新

規
が
２
ヵ
所
、
全
13
ヵ
所
の
工
事
を

行
う
予
定
で
あ
る
こ
と
が
説
明
さ

れ
、
今
後
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

現
在
は
工
事
用
区
間
で
あ
り
一
般
車

両
は
通
行
で
き
な
い
状
態
だ
が
、
９

号
ト
ン
ネ
ル
は
貫
通
し
物
理
的
に
は

仮
橋
の
状
態
で
往
来
は
で
き
る
。
こ

れ
は
工
事
資
材
を
運
ぶ
た
め
の
も
の

な
の
で
、
こ
の
よ
う
な
状
況
で
の
活

用
を
考
え
て
い
き
た
い
と
の
説
明

が
、
国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局

長
岡
国
道
事
務
所
の
稲
本
義
昌
調
査

課
長
よ
り
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
24
年
度
に
予
定
さ
れ

て
い
る
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
協
議

も
行
わ
れ
、
さ
ら
な
る
地
域
交
流
を

図
る
こ
と
を
確
認
し
会
議
は
終
了
し

ま
し
た
。

▲目黒町長より各班長に鍵などが手渡された
▲あいさつする久保副

町長

消
防
軽
積
載
車
配
備
に
係
る
引
き
渡
し
式

南
会
津
町
消
防
団
か
ら
軽
積
載
車
な
ど
譲
り
受
け

八
十
里
越
道
路
暫
定
的
活
用
検
討
懇
談
会
設
立
総
会

国
道
２
８
９
号
八
十
里
越
を
活
用
し
た
交
流
を
検
討
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あ
が
り
こ
型
樹
形
を
形
成
す
る
樹

木
は
、
ブ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ス
ギ
な

ど
が
あ
り
ま
す
が
、
コ
ナ
ラ
は
そ
の

性
質
か
ら
、
あ
が
り
こ
型
樹
形
は
形

成
さ
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
只
見
町
の
「
あ
が
り

こ
コ
ナ
ラ
」
の
存
在
は
、
こ
れ
ま
で

の
常
識
を
覆
す
も
の
で
し
た
。
コ
ナ

ラ
の
あ
が
り
こ
型
樹
形
が
形
成
さ
れ

た
要
因
と
し
て
は
、
や
は
り
只
見
の

多
雪
環
境
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に「
あ
が
り
こ
コ
ナ
ラ
」

は
、
只
見
の
よ
う
な
多
雪
と
い
う
自

然
環
境
と
そ
こ
に
暮
ら
し
て
き
た

人
々
の
歴
史
的
な
森
林
利
用
の
形
態

に
よ
り
生
み
出
さ
れ
た
所
産
で
す
。

今
日
、
そ
の
利
用
形
態
は
消
滅
し
ま

し
た
が
、
地
域
の
歴
史
と
人
々
の
生

活
を
今
に
伝
え
る
貴
重
な
「
文
化
遺

産
」
と
い
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

只
見
町
で
は
２
０
０
９
年
よ
り
ナ

ラ
枯
れ
（
カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ

が
伝
播
す
る
ナ
ラ
枯
れ
菌
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
る
、
ブ
ナ
科
樹
木
の

伝
染
病
の
流
行
）
が
観
察
さ
れ
、
現

在
も
そ
の
被
害
が
拡
大
し
て
い
ま

す
。
ブ
ナ
科
樹
木
で
あ
る
「
あ
が
り

こ
コ
ナ
ラ
」
も
そ
の
被
害
の
対
象
と

な
り
、
集
団
枯
死
が
危
惧
さ
れ
、
保

全
策
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
６
月

30
日
と
７
月
１
日
の
二
日
間
で
、
山

形
県
森
林
研
究
研
修
セ
ン
タ
ー
と
東

北
大
学
の
協
力
に
よ
り
「
あ
が
り
こ

コ
ナ
ラ
」
の
保
全
対
策
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
柴
倉
山
山
麓
の
牧
平
に
お
い

て
、
山
形
県
森
林
研
究
研
修
セ
ン
タ

ー
齊
藤
正
一
氏
の
指
導
の
も
と
、
只

見
町
ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
、
ナ
ラ
枯
れ
の

原
因
と
な
る
ナ
ラ
菌
の
拡

大
を
防
ぐ
殺
菌
剤
を
「
あ

が
り
こ
コ
ナ
ラ
」
60
個
体

に
注
入
し
ま
し
た
【
写
真

2
】。
こ
れ
ま
で
の
ア
ン

プ
ル
（
薬
液
の
入
っ
た
容

器
）
に
よ
る
殺
菌
剤
の
注

入
法
と
は
異
な
り
、
木
の

根
元
に
ド
リ
ル
で
穴
を
開

け
、
注
射
器
で
薬
剤
を
注

入
す
る
新
た
な
方
法
で
行

わ
れ
た
作
業
は
、
実
証
試

験
で
も
あ
り
ま
す
。

今
回
の
保
全
対
策
に
よ

り
、只
見
町
の
貴
重
な「
あ

が
り
こ
コ
ナ
ラ
」
を
守
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

～
貴
重
な
只
見
町
の

「
あ
が
り
こ
コ
ナ
ラ
」
～

只
見
町
に
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
「
あ
が
り
こ
コ
ナ
ラ
」
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
コ
ナ
ラ
の
最
大
の
特
徴
は
、
根
元
幹
が
肥
大
化
、
根
元

か
ら
、
3
か
ら
4
メ
ー
ト
ル
付
近
で
枝
分
か
れ
し
、
箒
（
ほ
う
き
）

を
ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
う
な
樹
形
で
あ
る
こ
と
で
す
【
写
真
1
】。
こ

の
よ
う
な
樹
形
を
「
あ
が
り
こ
」
と
言
い
、
人
間
が
薪
材
生
産
を
目

的
と
し
て
樹
木
を
雪
上
伐
採
し
、
そ
の
後
に
伐
採
位
置
か
ら
発
生
し

た
萌
芽
幹
（
ぼ
う
が
か
ん
）
を
薪
と
し
て
利
用
で
き
る
サ
イ
ズ
ま
で

生
育
さ
せ
、
繰
り
返
し
伐
採
利
用
し
て
き
た
結
果
、
生
ま
れ
た
も
の

で
す
。

▲齊藤正一氏の指導によるナラ枯れ対策作業【写真2】

▲あがりこコナラ【写真1】

NEWS&FLASH

貴重な「あがりこコナラ」を
ナラ枯れから守りたい…

「
あ
が
り
こ
コ
ナ
ラ
」
は

貴
重
な
「
文
化
遺
産
」

迫
り
来
る

ナ
ラ
枯
れ
の
脅
威

最
新
技
術
に
よ
る

「
あ
が
り
こ
コ
ナ
ラ
」
の

ナ
ラ
枯
れ
対
策
を
実
施
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災  　害救急セット寄贈
コスモメディカルサポート

▲公用車に備えた災害救急セット

株式会社コスモメディカルサポート（郡山市）の水野淳
代表取締役が6月28日に役場本庁を訪れ、災害救急セット
を１０セット寄贈されました。同セットはコンパクトなバッ
グに収められ、中には寒さや暑さから身を守る防護シート
や、三角巾、マジカル包帯、携帯型エコライト、抗菌マス
クなど全９品が入っています。この災害救急セットは公用
車に常備し、緊急時などに活用させていただきます。あり
がとうございました。

2012奥会津・只見

水の郷まつり
「がんばる只見町」の復興を祈願!!
7月28日・29日、水の郷まつり…

只見川公園で盛大に、にぎやかに開催。

1

2

3

4

5
1カブトムシつかみ　2水鉄砲合戦　3イワナつかみ　
4地元バンドライブ　5只見音研コンサート
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福島民友新聞社
が主催し開かれた
「第１３回全会津中
学校女子親善ソフト
ボール大会」の決
勝戦が７月１６日に湯
川村営野球場で行
われ、桧沢中学校
（南会津町）が見
事に優勝しました。
桧沢中を優勝に導
いたすばらしい活躍
を見せたのが、明
和小学校から桧沢
中に進み、ソフトボ
ール部で練習を重ね
てきたキャプテンで３

年生の「馬場晶子（あこ）」さんで、この日ピッチャーで
出場した馬場さんは、最優秀投手賞を受賞、「優勝でき
てうれしい。夢がかなった。高校に行っても続けたい」と
笑顔で話しました。

皆さんからの身近な情報をお待ちしています。ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。
総務企画課　☎82−５２１０　Fax 82−2117

あいづ歩こう会（渡部徳会長）の主催で7月22日に「ウ
ォーク日本1800in只見」が開かれ、会津若松、郡山、
福島、いわきの各市と県外から約150名が只見駅前に
集いました。このイベントは昨年の豪雨災害から一日
も早く復興し只見町が元気になるよう応援しようと催
されました。参加者は、只見駅前を出発し、町中を散
策しながら歳時記会館や青少年旅行村いこいの森など
を訪れ、常盤橋を経由、只見駅に帰る約10㎞のコース
を歩き、さわやかな汗を流しました。

あ　
いづ歩こう会のメンバーが只見を散策多　

彩なイベントで来場者を歓迎

馬　
場晶子さんが最優秀投手に環　

境に優しい自然エネルギーで発電

ウォーク日本1800in只見フリーマーケット＆作家展

▲最優秀投手賞の表彰状を手にする
　馬場晶子さん

▲横山主任主査に目録を手渡す田中晃福島支社長（右）

▲只見の大自然を満喫しながらウォーキングする参加者

▲大勢詰めかけたフリーマーケット＆作家展

全会津中学校女子親善ソフトボール大会只見小学校にLED照明灯寄贈

7月22日に、坂田地区にある曲屋「嘉紅簾慕（かく
れんぼ）」で「フリーマーケット＆作家展」が開かれ、
大勢の来場者でにぎわいました。企画はかくれんぼ事
務局で、今回が2回目となるフリマ＆作家展では、ア
トラクションとして、バンド演奏やカラオケ大会、く
じ引き、スイカ割りなども行われ、来場者は楽しいひ
とときを過ごしていました。フリマには衣類や工芸品
などが並び、会津若松からは漆器やパッチワークなど
の作家も集いました。

アサヒビールから只見小学校に、太陽光と風力で発
電する環境に優しいハイブリッドLED照明灯1基が寄
贈されました。田中晃アサヒビール株式会社福島支社
長が6月29日に只見小学校を訪れ、校門付近に設置さ
れた照明灯の近くで寄贈式が行われました。式には全
校児童が出席、田中福島支社長から町教育委員会の横
山伸成主任主査に目録が手渡されました。児童代表の
酒井康志くん（6年）が「明るい照明灯をありがとう
ございました」とお礼の言葉を述べました。
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み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
朝
日
診
療
所
の
星
野

で
す
。朝
晩
は
冷
え
込
み
ま
す
が
、暑
い
季
節
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
熱
中
症
に
は
十
分
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　

今
回
は
、
睡
眠
中
に
起
こ
る
無
呼
吸
に
つ
い
て
の

話
で
す
。「
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
」と
い
う
病
名
で
、

睡
眠
中
に
10
秒
以
上
の
呼
吸
が
停
止
、
つ
ま
り
無
呼

吸
が
5
回
以
上
繰
り
返
え
さ
れ
る
病
気
で
す
。主
に
、

い
び
き
や
昼
間
の
眠
気
、
熟
睡
感
が
な
い
、
起
床
時

の
頭
痛
な
ど
の
症
状
が
あ
り
ま
す
。日
中
の
眠
気
は
、

自
動
車
運
転
中
の
事
故
に
つ
な
が
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
病
気
は
、
高
血
圧
、
心
臓
病
、
脳

卒
中
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
合
併
し
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
肥
満
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
高
脂

血
症
の
「
死
の
四
重
奏
」
に
「
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候

群
」
を
加
え
、「
死
の
五
重
奏
」
と
言
わ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
生
活
習
慣
病
と
し
て
治
療
を
要
し
ま

す
。
そ
の
中
で
、
高
血
圧
は
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候

群
が
増
悪
因
子
で
す
の
で
、
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群

の
治
療
を
行
い
、
高
血
圧
の
内
服
薬
が
減
ら
せ
る
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
首
周
り
の
脂
肪

の
沈
着
、
扁
桃
肥
大
、
ア
デ
ノ
イ
ド
（
咽
頭
扁
桃
増

殖
症
）、
気
道
へ
舌
が
落
ち
込
む
、
舌
が
大
き
い
（
巨

舌
症
）、
鼻
が
曲
が
っ
て
い
る
な
ど
で
す
。
日
本
人

で
は
あ
ご
が
小
さ
い
人
（
小
顎
症
）
の
方
も
多
く
、

痩
せ
て
い
て
も
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
を
発
症
す
る

方
も
い
ま
す
。

　

治
療
は
、
内
科
的
治
療
、
歯
科
治
療
、
外
科
治
療

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
内
科
で
は
就
寝
中
に
マ
ス
ク
を

装
着
し
、
空
気
を
送
り
込
む
、
経
鼻
的
持
続
陽
圧
呼

吸
療
法
で
治
療
し
ま
す
。
同
時
に
生
活
習
慣
を
改
善

し
ま
す
。
減
量
、
飲
酒
の
制
限
、
禁
煙
な
ど
で
す
。

　

睡
眠
中
に
い
び
き
が
ひ
ど
く
、
呼
吸
が
止
ま
っ
て

い
る
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
方
、熟
睡
感
が
な
く
、

日
中
の
眠
気
が
ひ
ど
い
方
は
、
検
査
を
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
ご
家
族
で
そ
の
よ
う

な
方
が
い
る
場
合
は
検
査
を
勧
め
て
み
て
く
だ
さ

い
。
検
査
は
診
療
所
で
も
可
能
で
す
。
一
泊
入
院
で

の
検
査
、
ま
た
は
自
宅
で
の
検
査
と
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
診
療
所
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
参
考
】

▼http://w
w
w
.sleep.or.jp/

▼http://w
w
w
.kaim

in-life.jp/

『
そ
の
「
い
び
き
」、
大
丈
夫
？
』

広
報
た
だ
み
診
療
所

今
年
度
も
、
１
学
期
が
も
う
終
わ

り
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
現

在
（
７
月
中
旬
）
は
夏
休
み
前
の
ま

と
め
の
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
生

徒
た
ち
は
そ
の
学
習
に
一
生
懸
命
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
ん
な
に
暑
い

日
々
の
中
な
の
に
…
。

生
徒
た
ち
は
こ
れ
か
ら
始
ま
る
夏

休
み
も
忙
し
く
活
動
し
ま
す
。特
に
、

所
属
し
て
い
る
部
活
、特
設
の
合
唱
、

駅
伝
や
陸
上
、
そ
し
て
英
語
弁
論
大

会
に
向
け
て
の
練
習
な
ど
で
す
。
私

も
夏
休
み
に
は
英
語
弁
論
大
会
の
練

習
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
大
会
で

は
ぜ
ひ
と
も
す
ば
ら
し
い
成
績
を
残

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

天
気
が
よ
い
週
末
は
よ
く
外
で
過

ご
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
下
郷
町
の

「
大
内
宿
」や「
塔
の
へ
つ
り
」に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
大
変
美
し
か
っ
た
で

す
。
そ
こ
で
は
と
て
も
か
わ
い
ら
し

い
赤
べ
こ
の
「
箸
入
れ
」
を
購
入
し

て
き
ま
し
た
。先
日
、尾
瀬
に
も
行
っ

て
き
ま
し
た
。
尾
瀬
は
本
当
に
す
ば

ら
し
く
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
大
変
広

い
と
こ
ろ
な
の
で
す
べ
て
を
見
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ぜ
ひ
ま

た
夏
に
訪
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。
尾

瀬
に
行
く
ま
で
の
道
中
に
も
す
て
き

な
景
色
の
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。
掲
載
し
た
写
真
は
檜
枝
岐
村

の
川
で
撮
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
夏
も
た
く
さ
ん
の
お
祭
り
に

行
け
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
特
に
お
祭
り
で
し
か
食
べ
ら
れ

な
い
よ
う
な
も
の
が
楽
し
み
で
な
り

ま
せ
ん
。
私
に
と
っ
て
夏
に
飲
む
最

高
の
ド
リ
ン
ク
は
「
ラ
ム
ネ
」
で
す
。

（
訳
・
只
見
中
・
平
野
）

アンナ
先生の ライフインジャパン

ライフインジャパン

アンナ　　　　　ジョージ
■ Anna・George

・1987年生まれ。英国ノーフォー ク出身。
・2010年8月から只見町英語指導助手。
・小学校と中学校で語学の指導を行います。

Life in

JAPAN
Vol.19

朝
日
診
療
所

　

所
　
長
　
星
野
　
弘
尊
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只
見
町
に
は
、

ど
ん
な
淡
水
魚
が
い
る
の
？

「
自
然
首
都
・
只
見
」
と
し
て
豊

か
な
自
然
を
誇
る
只
見
町
に
は
、

い
っ
た
い
ど
れ
く
ら
い
の
種
類
の
淡

水
魚
が
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

最
終
回
は
、
只
見
町
の
只
見
川
・

伊
南
川
流
域
に
お
い
て
、
筆
者
が
こ

れ
ま
で
に
確
認
し
た
淡
水
魚
を
掲
載

し
ま
す
。

コ
イ
や
ギ
ン
ブ
ナ
、
オ
イ
カ
ワ
、

ニ
ゴ
イ
な
ど
只
見
町
に
ふ
つ
う
に
生

息
し
て
い
る
魚
は
、
実
は
以
前
か
ら

い
た
も
の
で
は
な
く
、
町
外
か
ら
持

ち
込
ま
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
種
類
を
国
内
外
来
種

と
い
い
ま
す
。
ニ
ジ
マ
ス
、
オ
オ
ク

チ
バ
ス
、
ブ
ル
ー
ギ
ル
は
外
国
か
ら

持
ち
込
ま
れ
た
魚
な
の
で
、
国
外
外

来
種
で
す
。

そ
う
し
て
み
る
と
、
只
見
町
に
も

と
も
と
生
息
し
て
い
た
魚
は
、
意
外

と
少
な
い
の
に
驚
か
れ
る
と
思
い
ま

す
。
わ
た
し
た
ち
人
間
の
活
動
が
、

自
然
や
生
態
系
を
変
え
、
絶
滅
に
追

い
や
っ
た
魚
ま
で
い
る
の
で
す
。
こ

れ
か
ら
は
淡
水
魚
を
は
じ
め
、
い
ろ

い
ろ
な
生
き
物
た
ち
が
生
息
で
き
る

多
様
な
環
境
を
残
し
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

（
注
）	

	
	

１
．
こ
の
目
録
は
、
只
見
町

（
阿
賀
野
川
水
系
、
只
見
川
・

伊
南
川
流
域
）
で
確
認
し
た

魚
種
（
円
口
類
含
む
）
に
つ

い
て
と
り
ま
と
め
た
も
の
で

す
。

	
	

	

２
．
和
名
は
、　

中
坊
（
編
）

（
２
０
０
０
）「
日
本
産
魚
類

検
索 

全
種
の
同
定 

第
二

版
」、
環
境
省
（
２
０
０
７
）

報
道
発
表
付
随
リ
ス
ト
に
従

い
ま
し
た
。	

	
	

３
．
コ
イ
科
の
カ
マ
ツ
カ
の

在
来
分
布
、
ニ
ゴ
イ
の
国
内

外
来
分
布
の
考
え
に
つ
い
て

は
、
ま
だ
不
明
な
点
が
あ
り

ま
す
。		

	

と
っ
て
お
き
の
話

217

南
相
馬
市
博
物
館
学
芸
員
　
　
稲
　
葉
　
　
修

只見学

只見町の魚・イワナ

只
見
と
っ
て
お
き
の
魚
た
ち 

⑦

科
　
　
名

和
　
　
名

只
見
の

分
布
状
況

備
　
　
　
　
考

ヤ
ツ
メ
ウ
ナ
ギ
科

カ
ワ
ヤ
ツ
メ                  

●

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類（
国
）、未
評
価（
県
）

ウ
ナ
ギ
科

ウ
ナ
ギ

□

野
生
個
体
は
情
報
不
足（
国
）

コ
イ
科

コ
イ

○

国
内
外
来
種
と
思
わ
れ
る

ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
ブ
ナ

○

ギ
ン
ブ
ナ

○

国
内
外
来
種
と
思
わ
れ
る

ハ
ス

○

オ
イ
カ
ワ

○

ア
ブ
ラ
ハ
ヤ

●

エ
ゾ
ウ
グ
イ

●

絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
地
域
個
体
群（
東
北
地
方
）

（
国
）、未
評
価（
県
）

ウ
グ
イ

●

モ
ツ
ゴ

○

カ
マ
ツ
カ

●

在
来
種
と
思
わ
れ
る

二
ゴ
イ

○

国
内
外
来
種
と
思
わ
れ
る

イ
ト
モ
ロ
コ

○

ド
ジ
ョ
ウ
科

ド
ジ
ョ
ウ

○

国
内
外
来
種
と
思
わ
れ
る（
食
用
、水
田
耕
作
に
伴
う
）

シ
マ
ド
ジ
ョ
ウ

●

ギ
ギ
科

ギ
ギ

○

ナ
マ
ズ
科

ナ
マ
ズ

○

ア
カ
ザ
科

ア
カ
ザ

●

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類（
国
）、準
絶
滅
危
惧（
県
）

キ
ュ
ウ
リ
ウ
オ
科

ワ
カ
サ
ギ

○

ア
ユ
科

ア
ユ

□

サ
ケ
科

ニ
ジ
マ
ス

△

イ
ワ
ナ

●

情
報
不
足（
国
）※
ニ
ッ
コ
ウ
イ
ワ
ナ
と
し
て

ヤ
マ
メ
（
サ
ク
ラ
マ
ス

河
川
残
留
型
）

●

カ
ジ
カ
科

陸
封
型
カ
ジ
カ

●

準
絶
滅
危
惧（
国・県
）※
大
卵
型
と
し
て

サ
ン

フ
イ
ッ
シ
ュ
科

オ
オ
ク
チ
バ
ス

△

ブ
ル
ー
ギ
ル

△

ハ
ゼ
科

ト
ウ
ヨ
シ
ノ
ボ
リ

○

※
只
見
町
で
野
生
絶
滅
し
た
種

科
　
名

和
　
名

ウ
ナ
ギ
科

ウ
ナ
ギ

ア
ユ
科

ア
ユ

サ
ケ
科

サ
ケ

サ
ク
ラ
マ
ス

【凡例】	●：もともと生息していた種　○：国内から持ち込まれた種　△：国外から持ち込まれた種　
	 □：もともと生息していた種が絶滅した後、養殖個体を放流したもの
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町
民
文
芸

只
見
短
歌
会	
六
月
詠
草

大
塚
栄
一
　
指
導

只
見
俳
句
会	

七
月
例
会

目
黒
十
一
　
指
導

邦
　
夫

九
十
八
歳
大
暑
に
耐
ゆ
る
自
信
あ
り

一
泊
の
高
野
宿
坊
黴
臭
し

笑
　
羊

び
っ
し
ょ
り
と
濡
れ
し
蛍
に
又
の
雨

て
ん
と
虫
退
治
と
云
い
て
登
校
児康

　
女

自
転
車
の
母
子
二
人
の
夏
帽
子

高
か
ら
ぬ
敷
居
に
素
足
と
ら
れ
け
りリ

ウ
コ

雨
休
み
朝
寝
た
っ
ぷ
り
卵
焼
き

馬
鈴
薯
の
花
は
マ
ル
チ
の
畑
に
咲
き

都

こ
れ
し
き
と
身
に
む
ち
を
打
つ
夏
の
風
邪

梅
雨
の
月
形
見
に
残
る
杖
一
つ

一
　
穂

飛
び
跳
ね
て
鯉
の
腹
見
す
産
卵
期

ト
マ
ト
噛
む
土
に
汚
れ
し
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

洋
　
子

で
で
虫
や
雨
の
行
方
を
探
さ
ん
と

敦
　
子

手
に
触
れ
ん
ば
か
り
に
近
し
夏
燕

好
物
の
ピ
ザ
焼
き
上
が
る
梅
雨
晴
間

礼

迫
り
く
る
四
囲
の
山
々
南
吹
く

蔦
茂
る
こ
こ
も
空
き
家
と
な
り
し
と
は

一
　
灯

蝿
飛
ん
で
来
る
や
下
駄
箱
角
よ
け
て

の
ど
け
し
や
菓
子
く
ず
奪
い
あ
う
雀

邦
　
男

父
母
の
お
も
か
げ
遠
く
笹
ち
ま
き

運
動
会
放
射
線
量
異
常
な
し

吉
　
児

地
靄
立
つ
晴
る
る
兆
や
登
山
地
図

折
り
口
に
灰
た
っ
ぷ
り
と
夏
蕨

恒
　
夫

立
葵
な
べ
て
夕
日
に
か
し
ぎ
お
り

手
に
触
る
と
忘
れ
て
久
し
青
ぶ
ど
う

古
川
　
英
子

裏
の
家
の
蔓
ば
ら
明
る
く
咲
き
継
ぎ
て
夫
の
病
に
や
う
や
く
慣
れ
し

馬
場
　
八
智

疲
れ
し
と
思
へ
ど
又
も
畑
に
出
づ
農
婦
の
根
性
わ
れ
休
ま
せ
ず目

黒
　
富
子

病
む
友
に
田
苗
餅
を
届
け
れ
ば
し
ば
し
頰
に
当
て
温
も
り
を
言
ふ

関
谷
登
美
子

災
害
で
電
車
途
絶
え
し
山
裾
に
鶯
の
声
澄
み
て
聞
こ
ゆ
る

渡
部
ゆ
き
子

除
草
剤
撒
く
日
を
延
ば
し
台
風
の
進
路
気
に
し
て
過
ぎ
行
く
を
待
つ

五
十
嵐
夏
美

七
本
の
真
白
き
筋
ぞ
浅
草
岳
に
六
月
末
の
残
雪
光
る

渡
部
ヨ
リ
子

雨
あ
と
の
畑
に
出
づ
れ
ば
丈
低
き
野
菜
は
草
の
中
に
埋
れ
し

新
国
　
洋
子

入
院
の
夫
は
娘
に
三
食
も
養
は
れ
ゐ
て
食
欲
の
増
す（

　
出
　
詠
　
順
　
）
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今
月
の

お
知
ら
せ

Inform
ation

電話番号
総務企画課
　総　務　班　　　☎ 82 ｜ 5050
　　　　　　　　　☎ 82 ｜ 5210
　企　画　班　　　☎ 82 ｜ 5220
町民生活課
　税　務　班　　　☎ 82 ｜ 5110
　町　民　班　　　☎ 82 ｜ 5100
保健福祉課
　保　健　班　　　☎ 84 ｜ 7005
　福　祉　班　　　☎ 84 ｜ 7010
産業振興課
　農　林　班　　　☎ 82 ｜ 5230
　交流推進班　　　☎ 82 ｜ 5240
環境整備課
　地域整備班　　　☎ 82 ｜ 5270
　生活環境班　　　☎ 82 ｜ 5280
会　計　室　　　　☎ 82 ｜ 5120
議会事務局　　　　☎ 82 ｜ 5300
農業委員会　　　　☎ 82 ｜ 5230
教育委員会　　　　☎ 82 ｜ 5320
学校給食センター　☎ 84 ｜ 7180
只見保育所　　　　☎ 82 ｜ 2219
朝日保育所　　　　☎ 84 ｜ 2038
明和保育所　　　　☎ 86 ｜ 2249
朝日診療所　　　　☎ 84 ｜ 2221
　　（歯科）　　　　☎ 84 ｜ 2612
訪問看護ステーション
　　　　　　　　　☎ 84 ｜ 2130
こぶし苑　　　　　☎ 84 ｜ 2101
保健福祉センター　☎ 84 ｜ 7005
只見地区センター　☎ 82 ｜ 2141
朝日地区センター　☎ 84 ｜ 2111
明和地区センター　☎ 86 ｜ 2111

今
月
の
納
期

税●
町
県
民
税（
２
期
）

●
国
民
健
康
保
険
税（
２
期
）

●
農
集
排
使
用
料（
８
月
分
）

●
介
護
保
険
料（
２
期
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
１
期
）

8
月
２7
日
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

会
計
室
に
勤
務
す
る
臨
時
職
員
を
募

集
し
ま
す
。

●
雇
用
職
種
　
　
臨
時
事
務
補
助

●
雇
用
予
定
人
員
　
　
１
名

●
応
募
資
格

①
日
本
国
籍
を
有
す
る
方

②
地
方
公
務
員
法
第
16
条
（
欠
格
事

項
）
に
該
当
し
な
い
方

・
成
年
被
後
見
人
等

・
禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ

の
執
行
が
終
わ
ら
な
い
者

・
本
組
合
職
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の

処
分
を
受
け
、
２
年
を
経
過
し
て

い
な
い
者

③
年
齢
資
格
等

＊
年
齢
・
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

④
条
件

次
に
よ
り
、
無
料
法
律
相
談
会
を

行
い
ま
す
。

●
日
時　

9
月
15
日
（
土
）

午
後
１
時
～
４
時
ま
で

●
場
所　

朝
日
地
区
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
階
ホ
ー
ル

●
内
容　

相
談
は
無
料
で
す
が
、
予

約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
予
約
受
付
番
号

　

０
２
４
２
―
２
９
―
３
１
５
５

●
予
約
受
付
時
間

①
午
前
10
時
～
12
時
30
分

②
午
後
１
時
30
分
～
4
時

※
当
日
の
受
付
で
も
相
談
が
で
き
ま

す
。

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、
６

月
25
日
に
行
わ
れ
た
平
成
24
年
只
見

町
議
会
６
月
第
２
回
会
議
で
同
意
が

な
さ
れ
、
次
の
方
が
新
監
査
委
員
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
24

年
９
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
８
月
31

日
ま
で
で
す
。

▽
山
内　

幸
三
（
布
沢
）（敬

称
略
）

朝
日
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任
に

つ
い
て
、
６
月
25
日
に
行
わ
れ
た
平

成
24
年
只
見
町
議
会
６
月
第
２
回
会

議
で
同
意
が
な
さ
れ
、
次
の
方
が
新

委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

辞
令
交
付
は
、
８
月
１
日
に
役
場
本

庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成

24
年
８
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
７
月

31
日
ま
で
で
す
。

▽
矢
澤　

照
嘉
（
黒
谷
）

▽
小
沼　

武
夫
（
黒
谷
）

▽
横
山　

英
彦
（
楢
戸
）

▽
渡
部　
　

稔
（
福
井
）

▽
渡
部　

公
章
（
小
川
）

▽
吉
津　

謙
三
（
長
浜
）

▽
目
黒　

義
行
（
熊
倉
）（敬

称
略
）

＊
パ
ソ
コ
ン
の
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル

を
あ
る
程
度
使
い
こ
な
せ
る
方

●
勤
務
・
待
遇

①
勤
務
地

南
会
津
町
役
場
会
計
室

（
南
会
津
町
田
島
字
後
原
）

②
待
遇　

組
合
の
規
定
に
よ
る

③
勤
務
日

週
５
日　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

④
雇
用
は
、
平
成
24
年
10
月
1
日
か

ら
と
な
り
ま
す
。

●
雇
用
の
方
法

面
接
及
び
書
類
審
査
（
履
歴
書
）

に
よ
り
雇
用
予
定
者
に
通
知
し
ま
す
。

●
面
接
予
定
日

①
面
接
日
時

応
募
者
に
別
途
連
絡
し
ま
す
。

②
会
場

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

事
務
局
（
県
南
会
津
合
同
庁
舎
向
）

●
応
募
手
続
き
及
び
期
間

①
市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を
貼
り
、

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
南
会
津
地

方
広
域
市
町
村
圏
組
合
事
務
局
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
受
付
期
間

平
成
24
年
８
月
30
日
（
木
）
ま
で

（
執
務
時
間
中
に
限
り
ま
す
。）

郵
送
の
場
合
も
、８
月
30
日
（
木
）

必
着
で
す
。

●
そ
の
他

こ
の
募
集
に
関
し
て
ご
不
明
な
点

は
、
南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組

合
事
務
局
総
務
係
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

事
務
局

〒
９
６
７
―
０
０
０
４

南
会
津
町
田
島
字
西
町
甲４

３
３
１

☎
０
２
４
１
―
６
２
―
０
０
５
４

南
会
津
地
方
広
域
市
町
村
圏

組
合
臨
時
職
員

福
島
県
司
法
書
士
会

無
料
法
律
相
談
会

朝
日
財
産
区

管
理
委
員
の
選
任

監
査
委
員
の
選
任

生

活
LIFE



20

２日	只見町勤労者互助会理事会・総会、消
防軽積載車引渡式

３日	人材育成ダイヤモンドプラン第4期生開
講式

４日	只見川洪水対策についての住民説明会
５日	国道289号建設期成同盟会正副会長会議
６日	山内仁之氏褒章伝達式、只見町土地改

良区理事会・臨時総会
８日	消防操法南会津地方大会
９日	郡内町村長会議、福島県知事との夕食

会
１０日	福島県知事との意見交換会及び被災地

現地視察
１２日	これからの会津をつくる地域懇談会
１３日	県道小林舘ノ川線改良促進期成同盟会

総会、南会津会評議員会・理事会
１７日	只見町議会全員協議会、南会津地方町

村会懇談会
１８日	奥会津5町村活性化協議会懇談会
１９日	会津縦貫南道路整備促進要望活動
２０日	只見町議会7月会議
２３日	水の郷まつり実行委員会
２４日	国道289号建設期成同盟会事業説明会・

総会・中央要望
２６日	国道289号八十里越地点開発促進期成同

盟会総会及び懇親会（～２７日）
２８日	水の郷まつり
３０日	ふるさと大使選考会、福島県町村長中

央研修会及び交流会（～３１日）

町 長 室 日 誌
〈　7　月　分　〉

只見の水環境を学ぶ…
只見の川と水辺の生き物たち～魚類と両生類～

只見町には、只見川と伊南川の大きな二つ
の川があり、周りの山々からは、ブナの森を
水源とする多くの沢が流れ込んでいます。こ
れらの河川および水辺には沢山の魚が泳ぎ、カ
エルやサンショウウオも多いことが知られて
います。ブナの森と水に育まれた大切な生命
です。では、只見には何種類の魚やカエル、サ
ンショウウオがいるのでしょうか。イワナと

ヤマメの違いは？、セングーガエルと呼ばれ
るカエルの正体は？、只見のヤツメは全国的
にも珍しい生き物だった！、など。

今回の企画展では、ふるさと只見に生息す
る魚類と、カエル、サンショウウオなどの両
生類を展示しています。暑い夏、水辺の生き
物たちの展示を見ながら涼しい気持ちになり、
ふるさとの水辺を見つめなおしてみませんか。
小中学生の夏休みの自由研究のヒントにもな
る展示です。ぜひ、ご家族や
お友だちとご来館ください。
新しい発見があるかも…。

企画展「只見の川と水辺の生き物たち―魚類と両生類」
「ただみ・ブナと川のミュージアム」で開催中　9月23日㈰まで

ブナセンター講座 「只見の川魚たち」
と　き：９月８日㈯　13：30～15：00
ところ：ただみ・ブナと川のミュージアム
講　師：稲葉　修　南相馬市博物館学芸員

自然観察会 「ブナ林にすむ魚を探る」
と　き：９月９日㈰　9：30～14：30
ところ：布沢川流域　田沢川
講　師：稲葉　修　南相馬市博物館学芸員
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人のうごき

あ
と
が
き

町民の消息

★ぐんぐんのびる！
　東京スカイツリー断面図と大パノラマ

ジェフリー・ブラウン／作　
（辰巳出版）

男の子を育てた経験のあ
る人、純粋なスター・ウォ
ーズファンどちらも楽しめ、
そのどちらでもある人は
もっと楽しめる、本編への
愛と、とても短い子どもが
幼い時間への愛おしさにあ

ふれた「暗黒卿の子育て絵本」（笑）。とてもほのぼの
とした内容ですが、ラストのルークの台詞は胸が熱く
なります。こんなシーンも。「ルーク、一緒にくるが
いい」「なんで？」「ほかに道はないからだ」「どうし
て？」･･･笑えるけれどやっぱり切ないですね。

青山邦彦／絵　（講談社）
６３４メートルという日本一
の高さを誇る東京の新しいシ
ンボルタワー、スカイツリー。
関連図書もたくさん出ていま
すが、この本はちょっと異色。
開いてみるとページがじゃば
らに折られていて、タイトル
通りぐんぐん伸びるんです！

全部伸ばすと約２メートル。美しく緻密ながらユーモ
ラスなイラストで、実物の３５０分の１ほどに描かれた断
面図の裏面には、展望台から見渡せる３６０度のパノラ
マが。まだ行っていない人もその高さを体感できるか
も。親子でどうぞ。

★ダース・ヴェイダーと
　ルーク（４才）

★その他の新刊は、米澤穂信「氷菓」シリーズ、葉
室麟「蜩の記」、「くれよんのくろくん」シリーズ、
話題のダイエット関連本など。
★長期の未返却が目立ちます。また、破損の場合は
返却時に職員に一声おかけください。気持ちよく利
用していただくために、ぜひお願いします。

町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

▽
昨
年
の
７
月
29
日
に
只
見
町
を
襲
っ

た
「
新
潟
・
福
島
豪
雨
」
は
、
ほ
ぼ
町

全
域
に
大
規
模
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
あ
れ
か
ら
一
年
が
経
ち
、
町
は

復
興
に
向
か
っ
て
一
歩
ず
つ
前
に
進
ん

で
い
ま
す
。
災
害
現
場
で
は
復
旧
工
事

が
行
わ
れ
、
一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ

た
様
々
な
催
し
も
開
か
れ
て
い
ま
す
。

７
月
23
日
に
は
待
望
の
国
道
２
５
２
号

六
十
里
越
も
再
開
通
し
、
24
日
に
は
道

の
駅
「
い
り
ひ
ろ
せ
」
で
再
開
通
式
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
着
実
に
確
実
に
前
進

す
る
只
見
町
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
町
民

の
皆
様
と
行
政
、
思
い
を
一
つ
に
頑

張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
新
し
い
只
見

町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

平成24年7月1日現在

人　口　　  ４，７８８（－１６）
　男　　  　２，３０６（－８）
　女　　  　２，４８２（－８）
世帯数　  　１，８４４（－３）

高齢化率　　４１．３％　　   　
※高齢化率とは、65歳以上の人が人口に占める割合です。

……………………………………………………………
転入　８　転出　１７　出生　１　死亡　８

まちづくり推進員
渡部　敦子

明和地区センター
図書室☎ 86 ｰ 2111

（7月１日～7月31日届出分 ･ 敬称略）

■お誕生おめでとうございます
五十嵐　星

せ

　渚
な

（男／亮　太 ・ 真　紀）　福　井

梁　取　　　昊
こう

（男／麻　緒 ・ 沙　織）　長　浜

酒　井　莉
り

　里
り

（女／寛　太 ・ 美　幸）　福　井

■ご結婚おめでとうございます
長　浜　小沼　利光 ♡ 大阪府　大谷　葉子

■おくやみ申し上げます
飯　塚　　　篤	 84歳	 坂 田
酒　井　俊　男	 88歳	 只 見
酒　井　信　義	 79歳	 長 浜
酒　井　あ　き	 91歳	 只 見
菊　地　ク　メ	 83歳	 梁 取
湯　田　ナツ子	 84歳	 蒲 生

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
届出のときにその旨をお伝えください。
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▪ 編集／広報編集委員会　http://www.tadami.gr.jp/　☎0241（82）5210

※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

※
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

皆様のご支援、ありがとうございます。
豪雨災害による支援

　多くの皆様から、お見舞いなどのご支援をいただいております。
誠にありがとうございます。いただきました支援金については、
災害復旧対策などのため有効に使わせていただきます。

支 援 金　　６ ， ７ ４４  ， ６ ０ ５ 円　（64件）
8月6日現在

ツリフネソウ

ツリフネソウ（ツリフネソウ科）

（学名：Impatiens textori）

［ツリフネソウ属　ツリフネソウ科］

ツリフネソウ（釣船草）は、花の形が船

をつり下げたような姿になぞらえてつけら

れたといいます。花の時期は只見では７月

下旬から９月頃までで、林の縁や、沢沿いの湿った場所に

見られます。花の色は赤紫色ですが、黄色の花をつける“キ

ツリフネ”もあります。ツリフネソウは花が葉の上に出て

咲き、キツリフネは葉の下に花が咲きます。

ホウセンカの仲間で種が熟すと、さやがはじけて中から

種がとびだします。

企画展示 ○只見の川と水辺の生き物たち
　只見の川にすむ魚類と両生類を中心にパネルなどで展示紹介します。
　期　間：７月２８日（土）～９月２３日（日）
　場　所：ただみ・ブナと川のミュージアム

町外企画展示 ○「自然首都・只見」展
　期　間：８月１７日（金）～８月２２日（水）
　場　所：コラッセふくしま　１階　福島県観光物産館
　パネル展示：自然首都・只見の自然
　【講演会】 「只見の自然と暮らし」（コラッセふくしま４階会議室）
　　　　　   講師：渡部和子さん（只見町ブナセンター主任指導員）
　　　　　　 ８月１８日（土） 14:00〜14:40（１回）
	 　　 ８月１９日（日） 11:00〜11:40／14:00〜14:40（２回）

　＊物産販売を８月１８日（土）と１９日（日）に行います。

キツリフネ

℡0241(72)8355


